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１． 組織の概要 
 
1）事業所名  有限会社 ミツトモ電工 
   代表取締役 廣木 国章 
  
 2）所在地 本社    〒836-0027 福岡県大牟田市西浜田町 14-15 
       高田町倉庫 〒839-0202 福岡県みやま市高田町永治 832-1 
 
 3）環境管理責任者 工事部 河野 隼士 
    担当者氏名  工事部 河野 隼士 
     連絡先    TEL0944-55-1300 FAX0944-55-1388 
            E メールアドレス hayato@mtd-g.co.jp 
 
  4）事業内容 建設業：電気工事業、管工事業、電気通信工事業 
 
 5）事業規模 2021 年度総売上額：12,700 万円 
 単位 本社 高田町倉庫 

従業員数 人 5 無人 

延床面積 ｍ
2
 125.09 160 

 
 6）事業年度 １０月～翌年９月 
 
 
1. 認証・登録の対象範囲 

 
全活動・全組織が対象です。 
1） 事業活動 建設業：電気工事業、管工事業、電気通信工事業 
2） 対象事業所 本社 

      高田町倉庫 
 
 
 
 
 
 
 
 

mailto:hayato@mtd-g.co.jp
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２． 環境経営方針 
 
有限会社 ミツトモ電工は、事業活動を通じて、地域社会から常に信頼され、 

共に発展することを目指します。 
確実なサービス提供と、迅速で誠実な事業活動を推進すると共に、「企業の社会的な責任」

を果たしつつ、環境への取組を推進します。 
 
１、 次の項目を重点項目として継続して取組みます。 

 
（１）電力及び化石燃料等のエネルギーからの二酸化炭素の排出量を削減します。 
（２）節水に努めて、使用量を削減します。 
（３）資源リサイクル等に積極的に取り組み、産業廃棄物及び一般廃棄物排出量を削減

します。 
（４）電気工事・電気通信工事・管工事業等の事業拡大と、お客様の省エネルギー活動

の推進を行います。 
（５）社員の技術向上及び継承を行っていきます。 

 
２、 地域環境に配慮した事業活動を通して省エネルギー活動を推進し、地球環境の保全

に努めます。 
 
３、 環境法令等を遵守し、誓約します。 

 
４、 地域貢献活動を推進します。 

 
 
 
 
 
 

制定日２０１９年９月２７日 
改訂日２０２３年１２月２５日 

有限会社 ミツトモ電工 
                      代表取締役 廣木 国章 
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３．実施体制 
    代表者 

廣木国章 

   

       

         

    環境管理責任者 

河野隼士 

   

ＥＡ２１委員 

3 名 

   

ＥＡ２１事務局 

2 名 

     
     

     

 
 工事部門 

 部門長 

 
 

  

 
役割分担表 

所 属 役割・責任・権限 
代表者 ・ 

・ 
・ 
・ 
・ 

代表者として環境経営全般について責任と権限を持つ 
環境経営方針を作成・見直し、従業員に周知する 
環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命する 
環境への取組を実施するための資源（人・もの・金）を準備する 
ＥＡ２１全体の取組状況に関し評価、見直しを実施する 

環境管理責任者 ・ 
 
・ 

ＥＡ２１ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築

し、 実行し、環境実績を向上させる。 
毎年、環境経営目標、環境経営計画を作成する。 

ＥＡ２１委員会 ・ ３か月に１回開催し、環境経営目標及び環境経営計画の実施状況を審

議する。 
ＥＡ２１事務局 ・ 

 
・ 

環境管理責任者を補佐し、ＥＡ２１文書及び記録類、及び基礎データ

の作成・維持・集計・管理を行う 
社外からの環境情報の収集と伝達を行う 

部門長 ・ 
・ 
・ 
・ 
・ 
・ 

環境経営方針、環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する 
環境経営目標達成のため、責任を持って自部門の環境活動を推進する 
自部門で発生した問題点の是正処置、予防処置を実施する 
自部門に関連する法規制等を遵守する 
自部門に関連する緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する 
自部門の教育・訓練を実施する 

全従業員 ・ 
・ 

環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚する 
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加する 
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４．環境経営目標 

環境経営目標 単位 

基準年 
2018 年度 

目標 

2022 年度（4%削減） 2023 年度 
（5%削減） 

2024 年度 
（6%削減） 

2025 年度 
（7%削減） 年間 

2018 年 10 月 

～2019 年 9 月 
2022 年 10 月 
～2023 年 9 月 

2023 年 10 月

～2024 年 9 月 

2024 年 10 月

～2025 年 9 月 

2025 年 10 月

～2026年9月 

1．二酸化炭素排出量の

削減 
kg-CO₂ 27,614 26,509.0 26,509.0 26,232.9 25,680.6 

(1)電気使用量削減 kWh 8,026 7,705.0 7,624.7 7,544.4 7,464.2 

本社 kWh 6,421 6,164.2 6,100.0 6,035.7 5,971.5 

現場 kWh 1,605 1,540.8 1,524.8 1,508.7 1,492.7 

(2)ガソリン使用量削減 ℓ 9,730 9,340.8 9,243.5 9,146.2 9,048.9 

本社 ℓ 2,919 2,802.2 2,773.1 2,743.9 2,714.7 

現場 ℓ 6,811 6,538.6 6,470.5 6,402.3 6,334.2 

(3)軽油使用量削減 ℓ 874 839.0 830.3 821.6 812.8 

2．廃棄物排出量の削減       

一般廃棄物 

排出量の削減 
㎏ 804 771.8 763.8 755.8 747.7 

産業廃棄物 

リサイクル率 
％ 100 100 100 100 100 

産業廃棄物 排出量の把握 

3．水使用量の削減 m³ 156 149.8 148.2 146.6 145.1 

４．省エネルギー型製品

の販売の向上 
お客への LED 照明器具等の省エネ推進 

５．地域貢献活動の推進 事務所及び現場近くの清掃活動 

６．社員の技術力向上及

び継承・受注拡大施策 

新技術の勉強及び、資格取得の為の講習会への参加 
防犯カメラ設備の提案、空調設備工事の事業拡大 

備考： 
購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.347 kg-CO₂／kWh（九州電力 2018 年度・調整後）を使用した。

ここでは省エネルギー型製品とは LED 照明器具と定義します. 
化学物質は使用しておりません。 
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５．環境経営計画 

2021 年度における主な活動計画内容 

以下の取り組みは、年間を通じて活動する内容であり、半年ごとの実績を検証し、その後の

活動に生かすためにＰＤＣＡを徹底する。 
 
１．二酸化炭素の排出量の削減 
 (1)電気使用量の削減 
  ・エアコンの適正使用、・不要な電気の消灯、・不使用パソコンの電源を消す 
 
 

(2)化石燃料使用量の削減 
 ・エコドライブの推進、・不要なアイドリングをしない、・工事車両の点検整備 
 ・工事車両の効率的な使用 

 
２．廃棄物排出量の削減 
 (1)一般廃棄物排出量削減 
  ・ミスコピーをしない、・裏紙を使用しての社内文書やメモ、・両面印刷の促進 
 
 (2) 産業廃棄物排のリサイクル率 100％の維持 
  ・廃棄物の分別、・中間処理場の利用によるリサイクル 
   
３．水の使用量削減 
 (1)節水活動の推進 
 
４．環境に配慮した施工 
 (1)ＬＥＤ照明器具等の省エネ設備販売推進 
  ・照明器具の LED 化による蛍光灯の適正処分 
 (2)環境配慮資材利用の推進 
 
５．地域貢献活動の推進 
 (1)本社及び現場周辺の清掃活動 
 
６．社員の技術力の向上及び継承 
 (1)新技術理解の為の講習会 
 (2)資格取得の為の講習会 
 (3)防犯カメラ設備の提案、空調設備工事の事業拡大 
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６．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価及び次年度の取組 

環境目標 環境経営計画 
今期の達成状況 達成率

(%) 
判

定 
評価と今後の取組 

目標 実績 

二酸化炭素排出量の削減(kg-CO2) 26509 24497.1 108.2  ○ 
今回の結果は、前回の排出量から減ら

すことができた。活動を継続したこと

により目標を十分に達成している。 

電力 

使用量 

削減 

本

社 

･エアコンの適正使用 

･不使用パソコンの電源を消

す 

･不要な照明の消灯 

6164.2 
kWh 

5794 
kWh 

106.4   ○ 事務所の節電対策は十分にできてい

た。現場の方は仕事が多少増えてきた

ため、去年より増加したが目標は達成

した。 
現

場 
1540.8 
kWh 

1290 
kWh 

119.4   ○ 

ガソリン 

使用量 

削減 

本

社 

･エコドライブの実施 

･アイドリングストップ 

･定期的なタイヤの空気圧点

検 

･相乗りや、効率よく現場を

回れるように工程管理を

行う。 

2,802.2L 2458L 114   ○ 仕事が増えて、移動が増えたが、本社

から近い現場が続いたため、使用量が

去年より減った。引きつづき活動をつ

づけるよう、社員に成果を踏まえて指

導した。 
今後も活動の徹底を図り、努めていき

ます。 

現

場 
6,538.6L 6,272L 104.3   ○ 

軽油使用

量削減 

現

場 
839L 692L 121.2 ○ 

一般 

廃棄物 

削減 

･ミスコピー防止のための教育 

･裏紙を利用した確認コピー 

･裏紙利用や両面印刷の推進 

･資源ごみの分別箱の設置 

一般 

廃棄物 

771.8kg 

一般 

廃棄物 

625kg 

123.5 ○ 
前半ゴミの派出が少なかったことで大

きく目標を達成することができた。引

きつづきゴミの分別及び、再利用によ

ってゴミを減らすことを目指す。 

産業 

廃棄物 

削減 

･無駄のない材料剪定 

･鉄くずのリサイクル 

産業廃棄物 

リサイクル

率 100％ 

産業廃棄物 

4ｔ 

リサイクル

率 100％ 

100 ○ 
廃電線等の有価処理を行った。 
今後も継続していく。 
包装材等は、材料業者が回収している

ため排出無し。 

水道使用量 

削減 

･蛇口の閉め忘れの確認 

･節水利用の促し 
149.8ｍ

3
 115ｍ3

 130.3  ○ 普段からの節水の呼びかけを行った。

意識改革の為今後も継続していく。 

環境に配慮し

た施工 

･LED 照明への更新推進 

･電気工事事業に加えて、電

気通信工事・消防施設工事業

等の事業拡大を検討する。 

･LED 照明施工件数継続(32 件)・ 

･情報通信分野での工事拡大(通信

工事、空調工事の拡大、防犯カメ

ラ設置、 

○ 
･通信工事、空調工事分野の拡大 
･顧客への省エネや業務改善に伴う工

事提案 

地域貢献活動

の推進 

･本社及び現場周辺の 

清掃活動 
2 回 2 回 100 ○ 

清掃活動することによって周辺の印象

が良くなった。今後も続けて行ってい

く。 

技術力向上・受

注拡大施策 

･新技術の勉強、資格取得の為の講習会への参加 
･防犯カメラ設備の提案、空調設備工事の事業拡

大 

講習会への参加で資格を取得することが出来た。 
防犯カメラの注文件数が増加した。 

購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.347kg-CO₂／kWh（九州電力 2018 年度･調整後）を使用した。 
判定基準は○が 100%以上、△が 100%より下かつ 90%以上、それ以外を×とします。化学物質は使用し

ておりません。この結果からの次年度環境目標は 4 ページ掲載の 2022 年度環境目標に記載しています。 
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７．環境関連法規の遵守状況の確認、評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 
適用される主な環境関連法規は次の通りである。 
適用される法規制 適用される事項（施設･物資･事業活動） 
廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物の適正処理 
家電リサイクル法 家電製品取替工事、リサイクル品の適正処理 
PCB 廃棄物処理特別措置法 PCB 含む製品の調査及び撤去工事 
電気工事業法 電気工事 
建設業法 電気工事 
フロン排出抑制法 点検･整備記録の作成 
当社の事業活動に関する環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反は有りませんでし

た。また、関係機関等からの違反等の指摘、利害関係者からの訴訟も過去 3 年間ありません

でした。 
 
８．代表者による全体評価と見直し 
今回の実績は去年より電力及び、ガソリン等の使用量が減りました。現場が近かったこと

もありガソリン等の排出が減りました。この結果に甘えず、引き続き活動を続けるよう従業

員に働きかけました。 
 

 今回も環境負荷の中で一番大きい化石燃料による二酸化炭素排出量が、この対策が重要と

考え、車の効率的な運用及びエコドライブの推進を中心に活動することを目指しました。 
それに合わせて、節電･節水･ゴミの分別等を呼び掛けて、社内全体の意識改革行って、継

続的に活動することが出来ました。 
 
前回の更新から従業員がまた減り、人材確保が現在の早急な課題です。しかし、人材不足

が建設業界でも問題となっており、難しい課題となっております。 
 

 また、前回目標に入れた自動火災報知設備ですが、あまり成果を得られなかったため、事

業内容から見直しを行い、事業拡大のため管工事業の資格を取得し、空調設備関係に事業拡

大を行うことになりました。 
 今後も顧客のニーズの調査を含めて、受注拡大を行いたいと思います。 
 
  

代表取締役 廣木 国章 
 

 


